




微分積分 

 

問１ 𝑦𝑦 = 𝑥𝑥𝑥𝑥の導関数( 𝑑𝑑𝑑𝑑
𝑑𝑑𝑥𝑥

 )を求め，
𝑑𝑑𝑑𝑑
𝑑𝑑𝑥𝑥

= 0となるときの𝑥𝑥と𝑦𝑦を答えよ．(0 < 𝑥𝑥) 

 
問２ 次の２重積分の値を求めよ． 

  ∬ √𝑥𝑥𝐷𝐷 𝑑𝑑𝑥𝑥𝑑𝑑𝑦𝑦      𝐷𝐷: 𝑥𝑥2 + 𝑦𝑦2 ≤ 2𝑥𝑥 

 



微分方程式 

 
問１ 次の微分方程式の一般解を求めよ．  
 𝑦𝑦𝑦𝑦𝑦𝑦 + (𝑦𝑦2 cos𝑦𝑦 − 𝑦𝑦)𝑦𝑦𝑦𝑦 = 0 
 
問２ 次の微分方程式の一般解を求めよ． 
 𝑦𝑦′′ − 3𝑦𝑦′ = 9𝑦𝑦2 



フーリエ・ラプラス 

問１ 図に示す基本周期𝑇𝑇の矩形パルス列𝑔𝑔(𝑡𝑡)のフーリエ変換を求めることを考える。このとき、矩形パ
ルス列の母関数ℎ(𝑡𝑡)は次の式で定義できる。 

ℎ(𝑡𝑡) = �
1⋯⋯⋯     �𝑡𝑡 ≤

𝜏𝜏
2
�

0⋯⋯⋯     �𝑡𝑡 >
𝜏𝜏
2
�
 

以下の(1)から（３）に答えよ。 

 
図 
 

（１）関数ℎ(𝑡𝑡)のフーリエ変換𝐻𝐻(𝑓𝑓)を求めよ。 
（２）𝑔𝑔(𝑡𝑡)の複素フーリエ係数を𝐶𝐶𝑛𝑛 （𝑛𝑛は整数）とするとき、𝑔𝑔(𝑡𝑡)をフーリエ級数で表せ。 
ただし、 

𝑔𝑔(𝑡𝑡) = � ℎ(𝑡𝑡 − 𝑘𝑘𝑇𝑇) (ただし、k は整数) と表すことが出来る。
∞

𝑘𝑘=−∞

 

（３）𝑔𝑔(𝑡𝑡)のフーリエ変換を求めよ。ただし、𝐶𝐶𝑛𝑛 = 1
𝑇𝑇
𝐻𝐻 �𝑛𝑛

𝑇𝑇
�である。 

 
 
問２ 入力𝑥𝑥(𝑡𝑡)に対する出力が y(𝑡𝑡)となる、次の微分方程式で表されるシステムについて考える。 

𝑑𝑑𝑑𝑑(𝑡𝑡)
𝑑𝑑𝑡𝑡

+ 5𝑑𝑑(𝑡𝑡) = 𝑥𝑥(𝑡𝑡) + 2
𝑑𝑑𝑥𝑥(𝑡𝑡)
𝑑𝑑𝑡𝑡

 

ただし、𝑥𝑥(0) = 𝑑𝑑(0) = 0 

また、関数𝑔𝑔(𝑡𝑡)のラプラス変換𝐺𝐺(𝑠𝑠)は以下の様に定義される。 

𝐺𝐺(𝑠𝑠) = � 𝑔𝑔(𝑡𝑡)𝑒𝑒−𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖𝑑𝑑𝑡𝑡
+∞

−∞
       (ただし、𝑖𝑖は虚数単位) 

次の(1)、（２）に答えよ。 
 

（１）𝑥𝑥(𝑡𝑡)および𝑑𝑑(𝑡𝑡)のラプラス変換を𝑋𝑋(𝑠𝑠)および𝑌𝑌(𝑠𝑠)とするとき、
𝑌𝑌(𝑖𝑖)
𝑋𝑋(𝑖𝑖)

を求めよ。 

（２）問題に示された微分方程式のインパルス応答ℎ(𝑡𝑡)を求めよ。ただし、単位ステップ関数を𝑢𝑢(𝑡𝑡)と
する。 



線形代数 

 
問１ 次正方行列 は， を満たすとする．また， とする．ここで，

は 次の単位行列であり， は 2 以上の整数である．このとき，2 以上の整数 に対

して， を求めよ． 
 

問２ 次の行列 を対角化する正則行列 を求めよ． 

  

 
 
  



情報理論（エントロピー，情報量） 
 
 事象 1a と 2a からなる事象系 Aと，事象 1b と 2b からなる事象系 B との結合確率が下表

のように与えられている．このとき，以下の各問に答えなさい． 

ただし，問１ , 問３ , 問４の答えは小数第 2 位まで計算すること．また， 

2 2log 3 1.58, log 5 2.32≈ ≈  を用いてよい． 

 

 

 

 

 

 

 

問１．エントロピー ( )H A の値を求めよ． 

問２．条件付き確率 ( ) ( ) ( ) ( )1 1 2 1 1 2 2 2, , ,P a b P a b P a b P a b の値を計算し，分数で答えよ． 

問３．条件付きエントロピー ( )H A B  の値を求めよ． 

問４．相互情報量 ( );I A B の値を求めよ．また，この問題における相互情報量の意味

について述べよ． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
事象系 A  

事象 1a  事象 2a  

事
象
系
B 

事象 1b  
3

20
 

9
20

 

事象 2b  
1
4
 

3
20

 




